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要 旨   

 

メタノール、エチレングリコール、ジエチレングリコールといったアルコール類は

多くの特性を共有している。最も重要な点は、化合物自体は比較的毒性が低いもの

の、アルコール脱水素酵素による初期代謝を経て様々な有毒中間体へと変換される

ことである。これらの化合物は世界中で市販製品や自家製アルコール飲料に容易に

入手可能であり、意図的・非意図的な摂取による中毒の大半はこれらに起因する。 

比較的頻度は低いものの、残念ながら有毒アルコール中毒は集団発生し、重篤な罹

患率や死亡率をもたらすことがある。従来、これらの中毒はエタノールで治療され

てきた。エタノールはアルコール脱水素酵素の活性部位と競合し、有毒代謝物の生

成を減少させるためである。エタノールは有効な解毒剤となり得るが、その使用に

は重大な実用上の問題がある。 このため、アルコール脱水素酵素の強力な競合阻害

剤であるフォメピゾールが、代謝性アルコール中毒に対するより優れた治療法とし

て開発された。フォメピゾールは副作用が少なく、臨床現場での使用が容易であ

り、一部の患者（全員ではない）では血液透析の必要性を回避できる可能性があ

る。したがって、多くの国でフォメピゾールはエタノールに代わる中毒性アルコー

ル解毒剤として広く採用されている。 しかしながら、フォメピゾールの入手が制限

される場合や、費用が過大に感じられる場合、あるいは医師が経験からエタノール

を好む場合などがあるため、エタノールは依然として重要な代替手段である。 
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